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研究成果の概要 

 

第二年次はデジタル体験の豊かさの向上を目指す本研究課題において、特に多様なユーザ属性に注目

した研究を実施した。第一年次では「多様な研究者との協働」の必要性を実感したため、今年度は海外

の複数研究グループとの共同研究を行った。研究を通じて、ユーザの属性によってエンゲージメントや

幸福度に差異が生じることが明らかになり、従来あまり注目されてこなかったユーザ属性を考慮した

ユーザビリティ調査の重要性を示す成果が得られた。 

 

リモートユーザの同室感インタラクション研究では MR環境と対話ロボットによる検討を継続し、社会

的ロボットの眼の表現とプライバシー認知の関係に関する研究が情報処理学会論文誌に採択された。

仮実混在環境における身体性インタフェース研究では、アクセサリ型デバイスの検討を行い 1 件が情

報処理学会論文誌に論文採択、別の 1件は投稿中である。生体信号を利用した身体性インタフェースは

個人差の影響が大きく課題が残るが、センサの改良を検討している。新しいユーザビリティ評価手法の

研究では、従来のアンケート調査による評価手法から、より客観的な指標の開発に取り組んだ。この結

果、従来の「操作完了時間が早ければ良い」という考え方に対し、VR初心者には「操作の確実性」が重

要であることが調査研究から量的に実証された。一見当たり前の結果であるが、科学的根拠として数値

化できた点に価値がある。これらの成果は次年度での論文発表を目指して準備をしている。 

 

これらのデジタル体験の豊かさの向上を目指した研究事例が 2023 年度 情報処理学会 論文賞をはじめ

として、Augmented Humans (AHs) International Conference 2025で Honourable mention、ヒューマ

ンインタフェース学会 第 21回研究会賞を受賞するなどの成果を得られた。 
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